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 日向小学校の第１回学校運営協議会を６月６日（火）に開催しました。今回は、学校運営協議会の委員の委

嘱等が行われました。学校と地域が一体となり、特色ある学校づくりを進めることができるよう、１４名の委

員で熟議を重ねていきたいと思います。委員のみなさん、１年間よろしくお願いします。 

第１回学校運営協議会 開催 （概要紹介） 

◆教育委員会挨拶（内田教育長） 

・地域と学校の連携を深めるとは、校長が地域の思いを生かした学校経営を行うこと、 

地域の学校支援が更に充実すること。そのことで子どもの学びが豊かになる。 

また、社会問題となっている教員の働き方改革につながる。 

・地域と学校の一層の連携推進に向け、委員の方々からの積極的な協議をお願いしたい。 

◆日向小学校運営協議会委員◆  ◎会長 ○副会長 

◎伊藤 和 委員（山武西まちづくり協議会会長） 

・夘木伊津美 委員（日向台自治会長） 

・鈴木慎太郎 委員（スポーツ協会日向支部） 

・若名 真吾 委員（日向小学校 PTA顧問） 

・北原 伸浩 委員（日向小学校 PTA元副会長） 

・小掠 幸子 委員（日向小学校 PTA会長） 

・立石 光江 委員（主任児童委員） 

○戸村 恒夫 委員（元山武西小学校長） 

・澤野 栄男 委員（社会福祉協議会日向東地区会長） 

・中村 之彦 委員（山武中学校長） 

・小関 啓子 委員（日向幼稚園長） 

・飯田 栄子 委員（日向保育園長） 

・大木  圭 委員（校長） 

・村井佐代子 委員（教頭） 

◆コミュニティ・スクール（CS）制度について 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【文部科学省HPより】 

【議事】 

（１）会長選出  （２）副会長選出 ※上記のとおり承認 

（３）運営方針等及び本年度の活動について （再承認） 

  ○学校の概要 

   開校３年目。東京ドーム 1.2個分の敷地面積。通学バス４台（児童の 85％が利用） 

 ○学校の経営方針と重点 

・学校教育目標：豊かな心を持ち、自ら学び考え、たくましく生き抜く児童の育成 

           【やさしい子・かしこい子・すこやかな子】 

コミュニュティスクール）

学校運営協議会における 

３つの権限 

【学校運営協議会の役割】 

①「めざすこどもづくり」に向

けた方策を協議・熟議する。 

②「運営を支援する協働」に結

び付く方策を協議・熟議す

る。 



   ・目指す学校像：夢中を楽しむ学校 

   ・経営の重点：児童の資質・能力の向上と教職員の働き方の両立 

     日本語教育の推進…千葉大学と連携、公開授業、読書活動の推進 

     勤務改善…時間外勤務の削減、金管部の廃止、 

部活動などの活動時間の適正化 

          集金業務の改善（振込へ） 

   ・職員行動規範：「リスペクト」 

  ・児童が安心して生活できる学校 

いじめ認知システム、情報共有によりいじめの芽をつみとる⇒いじめの減少 

  ・地域連携活動：木育（植樹、メダルづくり、薪割、観察） 校外学習（市内探検、消防署見学等） 

 

≪質問・意見≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）その他 意見交換 

 

 

 

 

 

 

☆今後の会議スケジュール 

日にち 主な会議内容 

令和５年１１月 ８日（水） 授業参観（５時間目） 教職員の人事 現状の課題・支援活動 

令和６年 ２月１３日（火） 学校・協議会評価 新年度の方針について 

新委員による日向小学校の学校運営協議会がスタートしました。３年目を迎える学校運営協議会が、さらに

充実したものとなり、地域が一体となって、日向小学校の学校教育目標の実現、課題解決がされていければと

思います。保護者、地域の方々も、日向小学校の教育活動にご協力お願いします。  

なお、傍聴を希望する方は、事前に事務局又は学校へご連絡ください。（事務局より） 

 

Q：働き方改革について伺いたい。休日出勤、持ち帰り仕

事はありますか。 

Ａ：持ち帰りの仕事は減った。土日は完全に休める。帰り

も早めに帰れるようになってきている。ただ、年度始

めは忙しく、時間通りとはいかないこともあったが、

今後は減っていく見通しである。（校長） 

Q：手集金から振込方式になったと伺

ったが、全員移行できたのか。 

A：ほぼすべての家庭が移行したが、

すべてではないため、引き続き声

をかけていく。（校長） 

Q：木育についてどう進めるか。また、SDGｓとの兼ね合いはどうなっているか。 

A：木育は山武中と校区内の小学校 3校で行っている。小学校を卒業したら、山武中へ入学し、山武杉

で作られた机のカバーをもらえる。たとえば、日向小としては、先日 3 年生で植樹体験を行った

が、すでに保護者からは、植樹という活動自体が、環境教育としてどうかといった懐疑的な意見も

出ている。また、資質・能力の向上を図るうえで、教職員の負担等、持続可能な取組にするための

方策をさらに考える必要があるが、様々な懸念・計画の検討でいたずらに時間を費やすのではなく、

まずは活動に取り組みながら、そこで生まれた課題等に一つ一つ取り組んでいきたい。（校長） 

9月～１０月ごろ、苺の苗を植えた

い。秋には、春咲く花の球根を植えたい

が、なかなか人が集められない。翌年に

は苺狩りを行いたい。親子連携で協力し

てもらえたらいいと思う。 

今年度は、大木夏祭りを７月 29日に行う予定で

ある。幼稚園、小中学校で、発表などをやっていた

だきたい。7月 8日は蛍の鑑賞会をやる予定。ぜひ

参加していただきたい。11 月～12 月には芋ほり

をして焼き芋パーティーをやりましょう。 


